
第 5 回 Oici 薬薬連携セミナー ～これだけは押さえておこう～ 

肺がんと慢性骨髄性白血病の治療薬、がん治療の一環としての緩和ケアについて 

 

開催日時： 令和 6 年 9 月 18 日（水） 19:00～20:00  

 

開催形式： Web 開催 ※講演資料は開催日までに事前に送信します  （後日、オンデマンド予定）   

担当：大阪国際がんセンター薬局  脇條 靖治（わきじょう やすはる）  TEL：06-6945-1181 

 

事前申し込み：      ≪締切： 9 月 13 日(金) 17:00≫           

参加を希望される先生は、下記の事前申し込みフォームを入力してください。 

https://forms.gle/NU5qVVDQJJVqPb3A7 

      

 

 

参加証明書の発行： 事前申し込み、当日視聴ログ、開催後のアンケートのメール返信を確認し、 

ご希望者には、参加証明書の PDF データを送信します。               

 

参加費： 無料  

 

内容： 

今般、保険薬局薬剤師と病院薬剤師との連携を密にし、抗がん剤レジメンや副作用モニタリングの内

容を共有することや、トレーシングレポートを有効活用することが重要です。 

そこで、今回は、肺がんや慢性骨髄性白血病に用いる分子標的薬による副作用の理解、およびがん

治療の一環とした緩和ケアをテーマとし、主に副作用管理と薬薬連携の運用における情報の共有を深め

ることを目的としたセミナーを企画しました。 

肺がんや慢性骨髄性白血病の治療を受ける患者数は依然多く、様々なレジメン・抗がん薬での副作用

の理解を深めることが重要であり、重篤な副作用発見における保険薬局薬剤師の先生方が果たす役割

は大きくなっています。また、緩和ケアはがん治療および QOL の維持において重要性が高く、理解を深



める必要があります。 

今回のセミナーでは、より実践的な内容について情報共有をし、今後の業務に活かせるように、有意義

な時間を作っていきましょう。 

 

講演①： 19:10～15 分ほど 

演題名： 「肺がん分子標的治療薬の副作用対策（仮）」 

講師： 大阪国際がんセンター 薬局   西馬 怜 

 

講演②： 19:25～15 分ほど 

演題名： 「慢性骨髄性白血病分子標的治療薬の副作用対策（仮）」 

講師： 大阪国際がんセンター 薬局   伊藤 知佐江 

 

講演③： 19:40～15 分ほど 

演題名： 「緩和ケアについての基礎知識（仮）」 

講師： 大阪国際がんセンター 薬局   戸島 心 

 

※演者 3 名の講演のあと、まとめての質問コーナーとなります（質問は Chat 機能を予定しています）。 

 

以上 


